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平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
会 

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
日
、
茨
城
県
立
歴
史
館

講
堂
で
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
長
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
の
の
ち
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
度
の
活
動
報
告
は
、
当
初
予
定
し

て
い
な
か
っ
た
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催
と
、
大
好

き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
か
ら

の
助
成
金
を
も
と
に
し
た
多

彩
な
活
動
な
ど
（
前
号
に
掲

載
）
盛
り
沢
山
で
し
た
が
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
平
成
二
十
九
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
案
の
審

議
。
事
業
計
画
は
例
年
と
同

様
で
す
が
、
委
員
会
を
活
発
に
し
て
会
員
の
参
加
を

薦
め
る
こ
と
、
会
員
の
増
加
と
会
費
の
増
口
を
働
き

か
け
、
財
政
改
善
を
図
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
「
平
成
梅
林
整
備
促
進
事
業
の
終
結
に
つ

い
て
」
の
決
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

Ｐ
Ｐ
Ｖ
感
染
に
よ
り
一
時

休
止
で
あ
っ
た
苗
の
収
集

と
育
成
・
定
植
が
再
開
可

能
と
な
っ
た
が
、
会
員
の

高
齢
化
に
よ
り
継
続
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
平
成
梅
林
整
備
事
業
は
終
結
す

る
こ
と
、
事
業
の
残
金
は
募
金
の
趣
旨
に
合
う
使
途

を
検
討
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
講
演
「
水
戸
へ
と
続
く
江
戸
時
代
の
道 

 

―
水
戸
道
中
と
岩
城
相
馬
道
―
」 

総

会

に

続
い
て
、
茨

城
大
学

教

授
小
野

寺

淳
氏
に
記
念
講
演
を
行
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
野
寺
氏
は
「
茨

城
県
歴
史
の
道
調
査
事
業
」
で
県

内
の
江
戸
時
代
の
道
を
調
査
し
た

結
果
を
踏
ま
え
て
、
表
題
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

先
ず
江
戸
時
代
の
道
に
つ
い
て

は
、
幕
府
が
命
じ
て
作
成
・
提
出

さ
せ
た
「
国
絵
図
」
や
「
郷
帳
」、「
城
絵
図
」「
道
帳
」

な
ど
と
明
治
以
降
の
地
形
図
等
を
照
合
し
て
、
古
道
を

推
定
し
て
い
く
作
業
を
行
っ
た
こ
と
、
街
道
の
制
度
は

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
江
戸
と
各
地
を
結
ぶ
た
め
に
整

備
さ
れ
、
水
戸
街
道
は
そ
の
付
属
道
と
し
て
造
ら
れ
た

こ
と
、
「
街
道
」
は
十
九
世
紀
以
後
広
ま
っ
た
呼
び
方

な
の
で
水
戸
道
中
と
言
っ
た
方
が
よ
い
、
な
ど
の
前
置

き
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
図
、
写
真
を
示
し
な
が
ら
水
戸

道
中
と
岩
城
相
馬
道
の
茨
城
県
内

の
道
筋
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
水
戸

道
中
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）

ま
で
道
の
一
部
変
更
が
続
い
た
こ

と
、
水
戸
道
中
の
宿
場
に
は
「
御
殿
」

と
称
す
る
宿
が
あ
っ
た
こ
と
、
仙
台

藩
伊
達
家
が
四
回
常
陸
国
を
通
過

し
た
こ
と
、
道
標
や
馬
頭
観
音
な
ど

は
、
那
珂
川
以
北
は
寒
水
石
、
以
南

は
筑
波
山
の
石
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
興
味
深
い
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

「
世
界
的
に
は
水
戸
光
圀
公
よ

り
、
長
久
保
赤
水
の
方
が
有
名
」、「
銷
魂
橋
は
水
戸
街

道
の
出
発
点
で
は
な
い
」
な
ど
刺
激
的
な
指
摘
も
あ
り
、

有
意
義
な
講
演
で
し
た
。 

「

逆

川

流

域

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

」 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
（
日
）、
誰
も
が
知
っ

て
い
る
笠
原
水
道
が
あ
る
所
、
で
も
行
っ
た
こ
と
は
な

い
、
そ
ん
な
認
識
の
逆
川
緑
地
を

歩
く
「
逆
川
流
域
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
偕
楽
園
公
園

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
の
第
三

弾
で
す
。 

 

雨
上
が
り
の
さ
わ
や
か
な
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
の
中
、
笠
原
水

源
に
二
四
名
が
集
ま
り
、
浴
徳
泉

の
碑
、
竜
頭
の
水
栓
を
観
察
、
西

原
昇
治
氏
の
説
明
を
受
け
出
発
し
ま
す
。
そ
の
後
水
神

橋
を
渡
っ
て
「
漱
石
の
碑
」
を
見
、
光
圀
公
の
偉
業
を

偲
び
ま
す
。
西
原
氏
と
ジ
オ
パ
ー

ク
水
戸
・
大
洗
の
メ
ン
バ
ー
の
案

内
で
、
水
神
橋
広
場
か
ら
、
湧
水

と
整
備
さ
れ
た
湿
地
の
中
の
遊

歩
道
を
歩
い
て
笠
原
水
道
の
跡

地
を
辿
り
、
笠
原
水
道
の
岩
樋
の

展
示
と
埋
設
場
所
に
至
っ
て
小

休
止
。
要
所
で
西
原
氏
の
説
明
を

受
け
、
水
戸
の
歴
史
・
水
戸
の
発

展
が
地
形
と
関
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
小
門
橋
を
渡
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
、
水
の

遊
び
場
を
通
り
、
ふ
れ
あ
い
橋
ま

で
行
き
ま
し
た
。
引
き
返
し
て
笠

原
水
源
に
戻
っ
て
お
に
ぎ
り
の

昼
食
を
食
べ
、
逆
川
の
魅
力
と
感

想
や
今
後
の
利
活
用
の
方
法
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

逆
川
流
域
は
偕
楽
園
公
園
構
想

の
中
で
水
戸
市
が
担
当
し
て
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た

緑
地
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
行
か
な
か
っ
た
上

流
に
は
「
昆
虫
た
ち
の
は
ら
っ
ぱ
」
、
「
わ
ん
ぱ
く
池
」

が
整
備
さ
れ
、
ホ
タ
ル
の
再
生
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
歩
い
た
そ
ば
に
も
「
野
鳥
た
ち
の
森
」、「
生
き
物

た
ち
の
広
場
」
、「
自
然
ふ
れ
あ
い

の
池
」、「
湿
生
植
物
観
察
エ
リ

ア
」、「
自
然
観
察
の
道
」
な
ど
と

名
付
け
ら
れ
た
場
所
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
」

や
「
水
の
遊
び
場
」
も
家
族
連
れ

で
遊
ぶ
に
は
と
て
も
快
適
そ
う

で
す
。
水
戸
駅
や
近
代
美
術
館
か

ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
、
都
市
の
中
心
に
あ
る
自

然
に
あ
ふ
れ
る
公
園
な
の
に
、
訪
れ
る
人
が
あ
ま
り
い

な
い
。
梅
の
季
節
に
来
客
が
集
中
す
る
偕
楽
園
本
園
、

市
民
で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
る
千
波
公
園
、
広
い
未
整

備
の
自
然
を
残
し
た
桜
川
緑
地
と
沢
渡
川
緑
地
と
総

合
的
に
活
用
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。 

会
報
「
偕
に
楽
し
む
」
第
１
５
号
発
行 

‐
研
修
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
日
、
総
会
に
向
け
て
会
報

『
偕
に
楽
し
む
』
第
１
５
号
を
発
行
し
ま
し
た
。 

年
度
初
め
の
計
画
で
は
昨
秋
に
発
行
す
る
予
定
で

し
た
が
、
秋
の
行
事
の
中
心
に
な
る
大
名
庭
園
サ
ミ
ッ

ト
熊
本
大
会
が
震
災
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
た
め
発

行
を
取
り
や
め
、
一
年
ぶ
り
の
発
行
と
し
ま
し
た
。
一

年
間
の
行
事
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
記
事
の
分
量
が

多
く
な
り
Ａ
５
版
４
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
掲
載
写

真
は
小
さ
い
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
少
し
大
き
い

サ
イ
ズ
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

会
員
に
は
総
会
当
日
配
布
し
、
欠
席
者
に
は
手
渡
し

と
郵
送
で
届
け
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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偕
楽
園
公
園
魅
力
発
信 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔⅡ

ブ
ラ
タ
モ
リ
～
も
っ
と
知
り
た
い
～
偕
楽
園

 

‐
偕
楽
園
公
園
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト-

 

平
成
二
十
九
年
六
月
二

十
日
（
火
）
～
二
十
五
日
（
日
）

に
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
～
も
っ
と

知
り
た
い
～
偕
楽
園
」
を
テ

ー
マ
に
今
年
は
ジ
オ
ネ
ッ
ト

水
戸
・
大
洗
を
加
え
た
八
団

体
で
開
催
し
ま
し
た
。 

会
場
の
偕
楽
園
公
園
セ
ン

タ
ー
が
市
民
に
あ
ま
り
知
ら

れ
ず
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
各
団
体
の

活
動
内
容
の
紹
介
パ
ネ
ル
の

展
示
の
ほ
か
、
笠
原
水
道
の

岩
樋
の
実
物
展
示
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
映
の
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の

ビ
デ
オ
視
聴
、
茶
の
湯
の
体

験
な
ど
市
民
に
足
を
運
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
ま
し

た
。 ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、
水

戸
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
連
絡

協
議
会
に
よ
る
「
ポ
ス
チ
ュ

ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
講
習

会
、
水
戸
市
環
境
会
議
と
ジ

オ
ネ
ッ
ト
水
戸
・
大
洗
に
よ

る
「
探
訪 

岩
樋
の
発
掘
現

場
」
の
偕
楽
園
南
崖
の
観
察

会
、
茨
城
生
物
の
会
の
「
『
光

藻
』
に
つ
い
て
の
講
話
」
、

歴
史
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
水
戸
と

本
会
の
『
探
訪
～
ブ
ラ
リ
偕

楽
園
～
』
と
題
す
る
好
文
亭

め
ぐ
り
、
拙
誠
会
の
茶
の
湯

体
験
と
多
彩
に
用
意
し
ま
し

た
。
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
効

果
か
、
昨
年
よ
り
展
示
の
来

客
が
増
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

弘

道

館 

親

と

子

の

論

語

塾 

‐
論
語
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
度
の
論
語
塾

は
例
年
同
様
安
岡
定
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
、
毎
月
第
一
土
曜
日

に
、
会
場
は
四
月
か
ら
十
二
月
ま

で
は
弘
道
館
至
善
堂
、
一
月
～
三

月
は
県
三
の
丸
庁
舎
会
議
室
で
、

計
一
二
回
実
施
の
予
定
で
す
。 

今
年
の
天
候
不
順
が
か
え
っ

て
幸
い
し
、
昨
年
の
八
月
の
よ
う

な
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も

な
く
九
月
ま
で
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。 

受
講
生
も
昨
年
か
ら
の
継
続
が

比
較
的
多
く
、
安
岡
先
生
の
問
い

か
け
に
は
す
か
さ
ず
応
え
が
あ

り
ま
す
。
今
年
の
ト
レ
ン
ド
は
首

唱
で
、
先
生
に
代
わ
っ
て
子
ど
も

が
論
語
の
章
句
を
唱
え
全
員
が

そ
れ
に
続
く
、
先
生
に
な
っ
た
気

分
、「
や
っ
て
み
た
い
人
！
」
の

誘
い
に
す
ぐ
さ
ま
何
人
も
の
手

が
上
が
り
ま
す
。
先
生
と
子
ど
も

た
ち
の
優
し
い
触
れ
合
い
は
論

語
の｢

仁｣

の
教
え
そ
の
も
の
と

大
人
た
ち
に
も
好
評
で
す
。 

二
十
九
年
二
月
水
戸
市
主
催
の

「
日
本
遺
産
講
演
会
」
に
壇
上
で

披
露
し
た
子
ど
も
た
ち
の
「
素
読
」

が
好
評
で
、
効
果
の
大
き
い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
子
ど
も
同
士

が
素
読
の
練
習
で
は
刺
激
し
合

い
声
が
大
き
く
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
、
四
月
八
日
の
「
大
好
き

い
ば
ら
き
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

（
県
三
の
丸
庁
舎
特
設
ス
テ
ー

ジ
）
、
五
月
五
日
の
「
子
ど
も
読

書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
茨
城
県

立
図
書
館
）
な
ど
の
行
事
に
積
極

的
に
素
読
で
参
加
を
始
め
、 

思
い
や
り
の
心
、
や
り

抜
く
強
い
精
神
力
を
ゆ
っ
く
り
育
ん
で
い
く
こ
の
学

び
を
多
く
の
人
に
発
信
し
て
い
ま
す
。 

偕

楽

園

花

パ

ー

ト

ナ

ー

ク

ラ

ブ 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

昨
年
度
環
境
委
員
会
が
解
散
し
、

担
当
し
て
い
た
従
来
の
花
パ
ー
ト

ナ
ー
活
動
が
、
魅
力
向
上
委
員
会
に

移
譲
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
会
有
志
が
協
議
し
、
花
壇
の

内
容
を
見
直
し
て
偕
楽
園
公
園
に

似
合
う
和
風
の
宿
根
草
を
中
心
に

作
り
変
え
ま
し
た
。
花
の
苗
は
会
員

が
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
寄
付
し
て
い
た
だ

い
て
外
周
や
花
壇
内
の
通
路
を
作

り
、
花
を
手
に
取
っ
て
鑑
賞
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。 

病
虫
害
予
防
の
薬
剤
散
布
は
、
県
公

園
事
務
所
が
委
嘱
し
た
業
者
が
や

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
暑
い
中
の

草
取
り
や
苗
の
植
え
替
え
は
大
変

で
す
。 

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
二
年
目
に
は

季
節
ご
と
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

ま
す
。
散
歩
中
の
方
の
「
い
つ
も
楽

し
み
に
見
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す

よ
」
の
嬉
し
い
言
葉
が
励
み
に
な
り

ま
す
。
作
業
後
の
お
茶
の
時
間
は
楽

し
い
ひ
と
時
で
す
。 

現
在
一
〇
名
前
後
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
、
三
月
～
十
一
月
ま
で
月
一
回

の
花
壇
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す

（
第
二
月
曜
日
九
時
三
〇
分
か
ら
）
。

一
緒
に
花
壇
を
育
て
て
下
さ
る
仲

間
を
募
っ
て
い
ま
す
。 

大

名

庭

園

サ

ミ

ッ

ト

岡

山

大

会 

‐
交
流
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
岡
山

後
楽
園
で
開
か
れ
る
第
十
一
回
大
名
庭
園
サ
ミ
ッ
ト

は
、
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
告
し
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
一
名
（
内
歴
史
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

五
名
）
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
事
前
研
修
会
を
左
記
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。 

日
時:

十
月
九
日 

午
後
一
時
～ 

会
場:

常
磐
神
社
社
務
所
別
館 

講
師:

大
槻
功
氏
（
本
会
副
会
長
） 

演
題:

岡
山
後
楽
園
と
岡
山
藩
郡
代
津
田
永
忠 

顕
彰
会
」 

 

偕 と
も

に

楽 た
の

し

む

集

い

 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

偕
楽
園
周
辺
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
魅
力
満
載
で

す
。
偕
楽
園
を
愛
す
る
市
民
の
方
々
や
周
辺
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
が
集
い
、
紅
葉
を

探
索
し
、
偕
楽
園
の
魅
力
創
出
を
語
り
合
う
交
流
の
集

い
を
企
画
し
ま
し
た
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時:

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
） 

※
雨
天
時
は
二
十
五
日
（
土
）
に
延
期 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

        

第
一
部
「
紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク
」 

一
〇
時
～
一
二
時 

 

第
二
部 

「
交
流
会
」 

 
 

一
二
時
三
十
分
～
一
四
時 

  

詳
細
は
同
封
チ
ラ
シ
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。 

活

動

報

告 

8 月満開、一部徒長刈込 5月パンジー苗植え足し

(一九)年開 
6 月作業後の軽食

後 

探訪岩樋発掘現場へ出発 「光藻」の講話 茶の湯の体験 ～ブラリ偕楽園～で楽寿楼 

9 月除草作業 やってみたい人 ハーイ! 
先生のふすまの下貼りの

書を小圷学芸員が披露 

こ

れ

か

ら

の

活

動

予

定 

音読・素読の順を待つ ふれあいまつり 

ステージで素読 
図書館横の芝生上で素読 

9 月記念写真 

会

か

ら

の

お

願

い 

当
会
は
偕
楽
園
公
園
を
愛
す
る
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
団
体
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

自
主
的
に
色
々
な
催
事
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
ご
助
言
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
少
な
い
予
算
で
事
業
を
し
て
お
り
ま
し
て
、

会
員
の
会
費
と
種
々
の
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
活
動

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
新
規
加
入
の
ご
推

薦
と
増
口
の
ご
協
力
を
是
非
お
願
い
た
し
ま
す
。
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 


